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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
開口部を有するフレームと、このフレームの内周部に結合されるヨークと、このヨークの
内側に結合されるマグネットと、このマグネットの上面に結合されるプレートと、前記フ
レームの載置部に結合された振動板と、この振動板に結合されるとともにその一部が前記
ヨークと前記プレートとの間の磁気ギャップに配置されたボイスコイルとを備えたスピー
カの構成部品とは別体に設けられたスピーカの組立て用の治具が用いられたスピーカの製
造方法であって、
前記治具の載置面上に設けられた２つの凸部からなるガイド部に、前記フレームの内周部
がガイドされて前記治具に前記フレームが載置される工程と、
前記ガイド部の２つの凸部において互いに対向する面に設けられた凹部に、前記ヨークの
両端部に設けられた凸部が嵌め込まれながら前記ヨークがガイドされて前記フレームと前
記ヨークとが結合される工程と、
前記凹部に、前記マグネットが接合された前記プレートの両端に設けられた凸部が嵌め込
まれながら前記プレートがガイドされて前記マグネットと前記ヨークとが結合される工程
と、
前記ガイド部に前記ボイスコイルがガイドされて前記治具に前記ボイスコイルが載置され
る工程と、
前記フレームと、前記振動板とが結合される工程と、
前記治具から前記スピーカの構成部品の組立て品が抜き取られる工程と、
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を有するスピーカの製造方法。
【請求項２】
前記ボイスコイルは、前記治具に前記ボイスコイルが載置される工程、または、前記フレ
ームと前記振動板とが結合される工程で、前記振動板と結合されることを特徴とする請求
項１に記載のスピーカの製造方法。
【請求項３】
治具の載置面上から突出する２つの凸部において、互いに対向する面を除く外周部に設け
られた第１のガイド部に、開口部を有するフレームの内周部がガイドされて前記治具に前
記フレームが載置される第１の工程と、
前記２つの凸部において、互いに対向する面に設けられた第２のガイド部に、略矩形形状
のヨークの短辺側の両端部に設けられた第１のガイド体部がそれぞれ嵌め込まれながらガ
イドされて前記フレームと前記ヨークとが結合される第２の工程と、
前記第２のガイド部に、マグネットが接合された略矩形形状のプレートの短辺側の両端部
に設けられた第２のガイド体部がそれぞれ嵌め込まれながらガイドされて前記マグネット
と前記ヨークとが結合される第３の工程と、
前記第１のガイド部より内側において、前記凸部の上面から突出する第３のガイド部に、
ボイスコイルの内周部がガイドされて前記治具に前記ボイスコイルが載置される第４の工
程と、
前記フレームの載置部と前記振動板とが結合される第５の工程とを有することを特徴とす
るスピーカの製造方法。
【請求項４】
前記ボイスコイルは、前記第４の工程、または、前記第５の工程で前記振動板と結合され
ることを特徴とする請求項３に記載のスピーカの製造方法。
【請求項５】
前記フレームとプロテクタとが結合され、前記プロテクタで前記振動板が覆われる第６の
工程をさらに有することを特徴とする請求項３に記載のスピーカの製造方法。
【請求項６】
開口部を有するフレームと、
このフレームの内周部に結合された略矩形形状のヨークと、
このヨークの内側に結合されたマグネットと、
このマグネットの上面に結合された略矩形形状のプレートと、
前記フレームの載置部に結合された振動板と、
この振動板の底面に結合されるとともにその一部が前記ヨークと前記プレートとの間の磁
気ギャップ内に配置されたボイスコイルとを備え、
前記ヨークの短辺側の両端部にはそれぞれ第１のガイド体部が設けられ、
前記プレートの短辺側の両端部にはそれぞれ第２のガイド体部が設けられると共に、
前記磁気ギャップは、前記第１のガイド体部と前記第２のガイド体部とを互いに位置合わ
せされて形成されたことを特徴とするスピーカ。
【請求項７】
前記第１のガイド体部および前記第２のガイド体部は、同形状の凸部からなることを特徴
とする請求項６に記載のスピーカ。
【請求項８】
前記フレームと結合され、前記振動板を覆うプロテクタをさらに備えたことを特徴とする
請求項６に記載のスピーカ。
【請求項９】
前記フレームは、前記内周部の側壁にヨークを固定するロック部をさらに備えたことを特
徴とする請求項６に記載のスピーカ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は各種音響機器や映像機器に使用されるスピーカの製造方法、この製造方法によ
って製造されるスピーカに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、スピーカを組み立てる場合、一般に機械による作業が困難であり、熟練を要する
手作業に依存していた。
【０００３】
　近年、携帯電話などの電子機器に対する小型化、薄型化の要求に伴い、電子機器に搭載
されるスピーカにも小型化、薄型化の要求が高まっている。スピーカが小型化、薄型化さ
れるに伴い、手作業による部品の位置ずれの影響が大きくなり、歩留まりが低くなってい
た。特に、スピーカの構成部品であるマグネットのサイズが小さくなることによる性能の
低下を補うために、プレートとヨークとの間の狭ギャップ化が要求されているが、ボイス
コイルがプレートやヨークに接触して歩留まりが低くなることが予測できる。
【０００４】
　このため、治具を用いて歩留まりを向上させるスピーカの製造方法が検討されている（
例えば、特許文献１を参照）。
【特許文献１】特開２００７－３３６１４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、現在、磁気回路部品、振動部品などの部品の組立ては、別々の工程で、別々の
治具が使用されて行われている。また、ボイスコイルは、プレートとヨークとの間に治具
が使用されずに、挿入されていたため、ボイスコイルとプレート或いはヨークとの狭ギャ
ップ化を図ることができなかった。また、スピーカを製造する場合に部品同士がモールド
される仕様の物は、部品製造コストがかかった。
【０００６】
　本発明の目的は、性能面から狭ギャップ化することと、品質面から歩留まりを向上させ
ることとを両立し、さらに、製造コストを下げることを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　開口部を有するフレームと、このフレームの内周部に結合されるヨークと、このヨーク
の内側に結合されるマグネットと、このマグネットの上面に結合されるプレートと、前記
フレームの載置部に結合された振動板と、この振動板に結合されるとともにその一部が前
記ヨークと前記プレートとの間の磁気ギャップに配置されたボイスコイルとを備えたスピ
ーカの構成部品とは別体に設けられたスピーカの組立て用の治具が用いられたスピーカの
製造方法であって、前記治具の載置面上に設けられた２つの凸部からなるガイド部に、前
記フレームの内周部がガイドされて前記治具に前記フレームが載置される工程と、前記ガ
イド部の２つの凸部において互いに対向する面に設けられた凹部に、前記ヨークの両端部
に設けられた凸部が嵌め込まれながら前記ヨークがガイドされて前記フレームと前記ヨー
クとが結合される工程と、前記凹部に、前記マグネットが接合された前記プレートの両端
に設けられた凸部が嵌め込まれながら前記プレートがガイドされて前記マグネットと前記
ヨークとが結合される工程と、前記ガイド部に前記ボイスコイルがガイドされて前記治具
に前記ボイスコイルが載置される工程と、前記フレームと、前記振動板とが結合される工
程と、前記治具から前記スピーカの構成部品の組立て品が抜き取られる工程と、を有する
ことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の他の局面であるスピーカの製造方法は、治具の載置面上から突出する２
つの凸部において、互いに対向する面を除く外周部に設けられた第１のガイド部に、開口
部を有するフレームの内周部がガイドされて前記治具に前記フレームが載置される第１の
工程と、前記２つの凸部において、互いに対向する面に設けられた第２のガイド部に、略
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矩形形状のヨークの短辺側の両端部に設けられた第１のガイド体部がそれぞれ嵌め込まれ
ながらガイドされて前記フレームと前記ヨークとが結合される第２の工程と、前記第２の
ガイド部に、マグネットが接合された略矩形形状のプレートの短辺側の両端部に設けられ
た第２のガイド体部がそれぞれ嵌め込まれながらガイドされて前記マグネットと前記ヨー
クとが結合される第３の工程と、前記第１のガイド部より内側において、前記凸部の上面
から突出する第３のガイド部に、ボイスコイルの内周部がガイドされて前記治具に前記ボ
イスコイルが載置される第４の工程と、前記フレームの載置部と前記振動板とが結合され
る第５の工程とを有することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の他の局面であるスピーカは、開口部を有するフレームと、このフレーム
の内周部に結合されたヨークと、このヨークの内側に結合されたマグネットと、このマグ
ネットに結合されたプレートと、フレームの載置部に結合された振動板と、この振動板に
結合されるとともにその一部がヨークとプレートとの間の磁気ギャップ内に配置されたボ
イスコイルとを備え、前記ヨークの短辺側の両端部にはそれぞれ第１のガイド体部が設け
られ、前記プレートの短辺側の両端部にはそれぞれ第２のガイド体部が設けられると共に
、前記磁気ギャップは、前記第１のガイド体部と前記第２のガイド体部とを互いに位置合
わせされて形成されたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、マグネットとヨークとの間を狭ギャップ化することと、歩留まりを向
上させることとを両立でき、さらに、製造コストを下げることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について図面を用いて説明する。
【００１２】
　（実施の形態１）
　まず、スピーカ１と治具１０との全体構成について、図１を用いて説明する。
【００１３】
　図１は、スピーカ１が備える各部品と、治具１０とが示された分解斜視図である。本実
施形態では、図１において見える上下の関係が、実際の上下の関係である。
【００１４】
　スピーカ１は、図１に示されるように、フレーム２と、ヨーク３と、マグネット４と、
プレート５と、ボイスコイル６と、振動板７と、プロテクタ８とを備える。ヨーク３とマ
グネット４とプレート５によって磁気回路が形成される。
【００１５】
　治具１０は、第１の取り付け部１１と、第２の取り付け部１２とを備える。この第１の
取り付け部１１と、第２の取り付け部１２とによってスピーカ１が備える各部品がガイド
される。
【００１６】
　次に、スピーカ１の各部品について説明する。
【００１７】
　まず、フレーム２について、図２、および、図３を用いて説明する。
【００１８】
　図２は、フレーム２の外観図である。図２（ａ）は、背面図である。図２（ｂ）は、左
側面図である。図２（ｃ）は、上面図である。図２（ｄ）は、正面図である。図２（ｅ）
は、底面図である。なお、右側面図については、図２（ｂ）の左側面図と対称なので省略
する。図３（ａ）は、図２（ｃ）において線Ａ－Ａに沿う断面を矢印Ｂの方向から見たと
きの断面図である。図３（ｂ）は、図２（ｃ）において線Ｃ－Ｃに沿う断面を矢印Ｄの方
向から見たときの断面図である。
【００１９】
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　フレーム２は、樹脂からなる。フレーム２は、図２に示されるように、略直方体となる
形状を有する。また、図２（ｃ）に示されるように、フレーム２の上面は、長辺側の部分
と短辺側の部分とからなる矩形形状を有する。
【００２０】
　図２（ｃ）、（ｅ）に示されるように、フレーム２の中央部には開口部が設けられてい
る。この開口部によって、フレーム２には内周部２１が設けられている。フレーム２の内
周部２１のうち、短辺側の部分である第１の端部２２ａと第２の端部２２ｂとは、それぞ
れ第１の取り付け部１１と第２の取り付け部１２とによってガイドされる部分である。
【００２１】
　フレーム２は、図２（ａ）、（ｄ）に示されるように、正面側に設けられた第１のロッ
ク爪２４ａと、背面側に設けられた第２のロック爪２４ｂとを有する。
【００２２】
　フレーム２は、図２（ｃ）に示されるように、内周部２１の長辺側の部分にそれぞれ第
１のロック部２５ａと第２のロック部２５ｂとを有する。図３（ａ）に示されるように、
第１のロック部２５ａは、第１のロック爪２６ａと第２のロック爪２６ｂとを有する。図
示されないが、第２のロック部２５ｂも、同様に第３のロック爪２６ｃと第４のロック爪
２６ｄとを有する。図３（ａ）に示されるように、フレーム２の内周部２１の背面側の部
分で、かつ、長辺側の部分には、第１のロック爪２６ａと第２のロック爪２６ｂが設けら
れている。そして、第１のロック爪２６ａは先端に第１の係止部２８ａを有し、第２のロ
ック爪２６ｂは先端に第２の係止部２８ｂを有する。また、図示されないが、フレーム２
の内周部２１の正面側の部分で、かつ、長辺側の部分には、第３のロック爪２６ｃと第４
のロック爪２６ｄが設けられている。そして、図３（ｂ）に示されるように、第３のロッ
ク爪２６ｃは先端に第３の係止部２８ｃを有する。また、図示されないが、第４のロック
爪２６ｄは先端に第４の係止部２８ｄを有する。
【００２３】
　また、図３（ｂ）に示されるように、フレーム２の内周部２１の底面側の部分で、かつ
、長辺側の部分には、正面側と背面側のそれぞれにフレーム２の中心方向に突出する突出
部２７が設けられている。
【００２４】
　各係止部２８ａ、２８ｂ、２８ｃ、２８ｄは、フレーム２の内周部２１の側壁よりもフ
レーム２の中心側に突出している。
【００２５】
　フレーム２は、外周部２３と内周部２１との間に、トラック形状の載置部２９を有する
。
【００２６】
　次に、ヨーク３について、図４を用いて説明する。
【００２７】
　図４（ａ）は、ヨーク３の上面図である。図４（ｂ）は、ヨーク３の右側面図である。
図４（ｃ）は、ヨーク３の正面図である。
【００２８】
　ヨーク３は、磁性材である鉄等からなる。ヨーク３は、図４（ａ）に示されるように、
上面が長辺側の部分と短辺側の部分とからなる略矩形形状を有する。
【００２９】
　ヨーク３は、図４（ａ）に示されるように、短辺側の部分の両端に第１のガイド体部３
１を有する。第１のガイド体部３１は、短辺側の部分のうち左側の部分から左側の水平方
向に突出した第１の凸部３１ａと、短辺側の部分のうち右側の部分から右側の水平方向に
突出した第２の凸部３１ｂとを有する。
【００３０】
　ヨーク３は、図４（ｂ）に示されるように、長辺側の部分の両端がヨーク３の底面側の
部分から上向きに突出した突出部３２を有する。突出部３２は、長辺側の部分のうち背面
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側の部分に設けられた突出部３２ａと、長辺側の部分のうち正面側の部分に設けられた突
出部３２ｂとを有する。
【００３１】
　ヨーク３には、図４（ｂ）に示されるように、突出部３２によって凹部３３が設けられ
ている。ヨーク３には、図４（ｂ）に示されるように、凹部３３の底面側の部分にさらに
窪み部３４が設けられている。そして、図４（ｂ）に示されるように、ヨーク３の外周部
の底面側の部分で、かつ、長辺側の部分であって、突出部３２の底面側の部分に、段差部
３５が設けられている。
【００３２】
　次に、マグネット４について説明する。
【００３３】
　マグネット４は、略直方体の形状を有する。また、マグネット４の上面は、長辺側の部
分と短辺側の部分とからなる矩形形状を有する。
【００３４】
　次に、プレート５について、図５を用いて説明する。
【００３５】
　図５（ａ）は、プレート５の上面図である。図５（ｂ）は、プレート５の右側面図であ
る。図５（ｃ）は、プレート５の正面図である。
【００３６】
　プレート５は、図５（ａ）から（ｃ）に示されるように、略直方体の形状を有する。ま
た、図５（ａ）に示されるように、プレート５の上面は、長辺側の部分と短辺側の部分と
からなる矩形形状を有する。また、プレート５の底面についても同様の形状を有する。プ
レート５の底面の矩形形状と、マグネット４の上面の矩形形状とは、略同一に形成される
。
【００３７】
　プレート５は、図５（ａ）に示されるように、短辺側の部分の両端に第２のガイド体部
５１を有する。第２のガイド体部５１は、短辺側の部分のうち左側の部分から左側の水平
方向に突出した第１の凸部５１ａと、短辺側の部分のうち右側の部分から右側の水平方向
に突出した第２の凸部５１ｂとを有する。第１の凸部５１ａの形状は、ヨーク３に設けら
れた第１の凸部３１ａの形状と同じ形状に形成される。同様に、第２の凸部５１ｂの形状
は、ヨーク３に設けられた第２の凸部３１ｂの形状と同じ形状に形成される。第１の凸部
５１ａと第２の凸部５１ｂとは、第１の凸部５１ａと第２の凸部５１ｂとの間隔がヨーク
３に設けられた第１の凸部３１ａと第２の凸部３１ｂとの間隔と同じになるように形成さ
れる。プレート５には、ヨーク３の突出部３２ａ、３２ｂの内側の壁面との間の空隙を介
して磁気ギャップが形成される。
【００３８】
　次に、ボイスコイル６について、図６を用いて説明する。
【００３９】
　図６（ａ）は、ボイスコイル６の上面図である。図６（ｂ）は、ボイスコイル６の右側
面図である。図６（ｃ）は、ボイスコイル６の正面図である。
【００４０】
　ボイスコイル６は、巻回された１つの配線からなる。この配線が巻回されることによっ
て、空隙６１が形成されている。ボイスコイル６は、図６（ａ）に示されるように、トラ
ック形状を有する。すなわち、ボイスコイル６は、長辺側の部分のうち背面側の部分に直
線形状の直線部６２ａを有し、長辺側の部分のうち正面側の部分に直線形状の直線部６２
ｂを有する。また、ボイスコイル６は、短辺側の部分のうち左側の部分に湾曲形状の第１
の湾曲部６３ａ、短辺側の部分のうち右側の部分に第２の湾曲部６３ｂを有する。ボイス
コイル６は、図６（ｃ）に示されるように、底面から上面までの高さｔ1を有する。
【００４１】
　次に、振動板７について、図７を用いて説明する。
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【００４２】
　図７は、振動板７の上面図である。
【００４３】
　振動板７は、図７に示されるように、フレーム２の載置部２９のトラック形状と同一の
形状である外周部７１と、ボイスコイル６のトラック形状と同一の形状である内周部７２
とを有する。
【００４４】
　次に、プロテクタ８について、図８を用いて説明する。
【００４５】
　図８（ａ）は、プロテクタ８の上面図である。図８（ｂ）は、プロテクタ８の右側面図
である。図８（ｃ）は、プロテクタ８の正面図である。
【００４６】
　プロテクタ８の上面は、図８（ａ）に示されるように、略直線形状の長辺側の部分と、
湾曲形状の短辺側の部分とからなる。このプロテクタ８の外周部の形状は、振動板７の外
周部７１と略同一形状に形成されている。図８（ｂ）、（ｃ）に示されるように、プロテ
クタ８は、長辺側の部分のうち背面側の部分に設けられた第１のロック部８１ａと、長辺
側の部分のうち正面側の部分に設けられた第２のロック部８１ｂとを有する。第１のロッ
ク部８１ａには、フレーム２の第１のロック爪２４ａが引っかかる穴が設けられている。
また、第２のロック部８１ｂには、フレーム２の第２のロック爪２４ｂが引っかかる穴が
設けられている。プロテクタ８は、振動板７を覆って振動板７を保護する。
【００４７】
　次に、治具１０について、図９、図１０、図１１を用いて説明する。
【００４８】
　図９（ａ）は、治具１０の上面図である。図９（ｂ）は、治具１０の右側面図である。
図９（ｃ）は、治具１０の正面図である。図１０は、図９（ａ）における取り付け部１１
の拡大図である。図１１は、図９（ａ）における取り付け部１２の拡大図である。
【００４９】
　治具１０は、図９（ａ）から（ｃ）に示されるように、平面である載置面１００と、第
１のガイド部１０１と、第２のガイド部１０２と、第３のガイド部１０３とを有する。
【００５０】
　まず、第１のガイド部１０１について説明する。
【００５１】
　第１のガイド部１０１は、第１の凸部１０１ａと、第２の凸部１０１ｂとを有する。第
１の凸部１０１ａと、第２の凸部１０１ｂとは、ともに載置面１００より上向きに突出し
ている。
【００５２】
　図１０に示されるように、第１の凸部１０１ａの外周部の一部１０１ｃは、第１の凸部
１０１ａの外周部における長辺側の部分のうち第２の凸部１０１ｂと対向しない長辺側の
部分１０１ｄと、第１の凸部１０１ａの外周部における短辺側の部分１０１ｅ、１０１ｆ
とからなる。第１の凸部１０１ａの外周部の一部１０１ｃの形状は、フレーム２の内周部
２１における第１の端部２２ａと同じ形状になるように形成される。
【００５３】
　また、図１１に示されるように、第２の凸部１０１ｂの外周部の一部１０１ｇは、第２
の凸部１０１ｂの外周部における長辺側の部分のうち第１の凸部１０１ａと対向しない長
辺側の部分１０１ｈと、第２の凸部１０１ｂの外周部における短辺側の部分１０１ｉ、１
０１ｊとからなる。また、第２の凸部１０１ｂの外周部の一部１０１ｇの形状は、フレー
ム２の内周部２１における第２の端部２２ｂと同じ形状になるように形成される。
【００５４】
　第１の凸部１０１ａおよび第２の凸部１０１ｂと、フレーム２との関係について説明す
る。第１の凸部１０１ａと第２の凸部１０１ｂとは、長辺側の部分１０１ｄと長辺側の部
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分１０１ｈとの間隔がフレーム２の内周部２１の長辺側の部分の長さと同じになるように
形成される。また、第１の凸部１０１ａは、長辺側の部分１０１ｄの長さが、フレーム２
の内周部２１の短辺側の部分の長さと同じになるように形成される。言い換えると、第１
の凸部１０１ａは、一方の短辺側の部分１０１ｅと他方の短辺側の部分１０１ｆとの間隔
が、フレーム２の内周部２１の短辺側の部分の間隔と同じになるように形成される。また
、第２の凸部１０１ｂは、長辺側の部分１０１ｈの長さが、フレーム２の内周部２１の短
辺側の部分の長さと同じになるように形成される。言い換えると、第２の凸部１０１ｂは
、一方の短辺側の部分１０１ｉと他方の短辺側の部分１０１ｊとの間隔が、フレーム２の
内周部２１の短辺側の部分の間隔と同じになるように形成される。
【００５５】
　次に、第２のガイド部１０２について説明する。
【００５６】
　第２のガイド部１０２は、第１の凹部１０２ａと、第２の凹部１０２ｂとを有する。第
１の凹部１０２ａの形状は、ヨーク３に設けられた第１の凸部３１ａの形状と同じ形状に
なるように形成されている。第２の凹部１０２ｂの形状は、ヨーク３に設けられた第２の
凸部３１ｂの形状と同じ形状になるように形成されている。また、第１の凹部１０２ａと
、第２の凹部１０２ｂとは、第１の凹部１０２ａと第２の凹部１０２ｂとの間隔が、ヨー
ク３に設けられた第１の凸部３１ａと第２の凸部３１ｂとの間隔と同じになるように形成
される。さらに、第１の凹部１０２ａと、第２の凹部１０２ｂとは、第１の凹部１０２ａ
と第２の凹部１０２ｂとの間隔が、プレート５に設けられた第１の凸部５１ａと第２の凸
部５１ｂとの間隔と同じになるように形成される。
【００５７】
　次に、第３のガイド部１０３について説明する。
【００５８】
　第３のガイド部１０３は、第１の凸部１０３ａと、第２の凸部１０３ｂとを有する。第
１の凸部１０３ａは、図９（ｂ）、（ｃ）に示されるように、載置面１００から上向きに
突出するとともに、第１のガイド部１０１が有する第１の凸部１０１ａの上面から上向き
に突出する。同様に、第２の凸部１０３ｂは、載置面１００から上向きに突出するととも
に、第１のガイド部１０１が有する第２の凸部１０１ｂの上面から上向きに突出する。
【００５９】
　図９（ｃ）に示されるように、第１の凸部１０３ａは、第１の凸部１０１ａの上面から
第１の凸部１０３ａの上面までの高さが高さｔ2となるように形成される。同様に、第２
の凸部１０３ｂも、第２の凸部１０１ｂの上面から第２の凸部１０３ｂの上面までの高さ
が同じ高さｔ2となるように形成される。すなわち、第１のガイド部１０１の上面から第
３のガイド部１０３の上面までの高さはｔ2となるように形成される。そして、第３のガ
イド部１０３は、高さｔ2がボイスコイル６の高さｔ1よりも低くなるように形成される。
【００６０】
　図１０に示されるように、第１の凸部１０３ａは、第１の湾曲部１０３ｃを有する。第
１の湾曲部１０３ｃの形状は、ボイスコイル６が有する第１の湾曲部６３ａの形状と同じ
になるように形成される。また、図１１に示されるように、第２の凸部１０３ｂは、第２
の湾曲部１０３ｄを有する。第２の湾曲部１０３ｄの形状は、ボイスコイル６が有する第
２の湾曲部６３ｂの形状と同じになるように形成される。第１の凸部１０３ａと第２の凸
部１０３ｂとは、第１の湾曲部１０３ｃと第２の湾曲部１０３ｄとの間隔が、ボイスコイ
ル６に設けられた第１の湾曲部６３ａと第２の湾曲部６３ｂとの間隔と同じになるように
形成される。
【００６１】
　次にスピーカ１の製造工程について説明する。
【００６２】
　第１の工程は、治具１０に設けられた第１のガイド部１０１でフレーム２がガイドされ
、フレーム２が治具１０の載置面１００に載置される工程である。すなわち、フレーム２
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の内周部２１における第１の端部２２ａが第１の凸部１０１ａにおける外周部の一部１０
１ｃに上から嵌め込まれて第１の凸部１０１ａに沿って載置面１００までガイドされると
ともに、フレーム２の内周部２１における第２の端部２２ｂが第２の凸部１０１ｂにおけ
る外周部の一部１０１ｇに上から嵌め込まれて第２の凸部１０１ｂに沿って載置面１００
までガイドされる工程である。
【００６３】
　第２の工程は、治具１０に設けられた第２のガイド部１０２でヨーク３がガイドされ、
ヨーク３がフレーム２と結合される工程である。この工程では、まずヨーク３の段差部３
５に接着剤が塗布される。そして、ヨーク３の第１の凸部３１ａが第１の凹部１０２ａに
上から嵌め込まれて第１の凹部１０２ａに沿って下向きにガイドされるとともに、ヨーク
３の第２の凸部３１ｂが第２の凹部１０２ｂに上から嵌め込まれて第２の凹部１０２ｂに
沿って下向きにガイドされる。そして、ヨーク３の段差部３５とフレーム２の突出部２７
とが接合され、接着剤によって固定される。ここで、フレーム２のロック部２５ａは、ヨ
ーク３の突出部３２ａの外側側面をフレーム２の内側方向に押圧し、フレーム２のロック
部２５ｂは、ヨーク３の突出部３２ｂの外側側面をフレーム２の内側方向に押圧する。そ
して、第１の係止部２８ａ、第２の係止部２８ｂはヨーク３の突出部３２ａの上面と接し
てヨーク３を係止する。同様に、第３の係止部２８ｃ、第４の係止部２８ｄはヨーク３の
突出部３２ｂの上面と接してヨーク３を係止する。そのため、組立て後、接着剤が乾くま
でにヨーク３が水平方向や上下方向へずれることを防止することができる。
【００６４】
　第３の工程は、治具１０に設けられた第２のガイド部１０２で、マグネット４が結合さ
れたプレート５がガイドされ、マグネット４とヨーク３とが結合される工程である。この
工程では、まず、マグネット４の上面とプレート５の底面とが接着剤によって接合され、
固定される。そして、マグネット４の底面には接着剤が塗布される。そして、マグネット
４がプレート５より下側にされた状態で、プレート５の第１の凸部５１ａが第１の凹部１
０２ａに上から嵌め込まれて第１の凹部１０２ａに沿って下向きにガイドされるとともに
、プレート５の第２の凸部５１ｂが第２の凹部１０２ｂに上から嵌め込まれて第２の凹部
１０２ｂに沿って下向きにガイドされる。そして、マグネット４の底面がヨーク３の窪み
部３４に嵌め込まれて接合され、接着剤によって固定される。このように、ヨーク３とマ
グネット４に接合されたプレート５とが同じ第２のガイド部１０２によってガイドされる
ため、ヨーク３の突出部３２とプレート５との間隔である磁気ギャップが常に一定の間隔
に保たれた磁気回路を製造することができる。
【００６５】
　第４の工程は、治具１０に設けられた第３のガイド部１０３でボイスコイル６がガイド
されて、ボイスコイル６が第１のガイド部１０１の上面に載置される工程である。この工
程では、第１の凸部１０３ａの第１の湾曲部１０３ｃとボイスコイル６の第１の湾曲部６
３ａの内周部とが接するようにボイスコイル６の第１の湾曲部６３ａが第１の凸部１０３
ａに上から嵌め込まれて第１の凸部１０３ａに沿って下向きにガイドされるとともに、第
２の凸部１０３ｂの第２の湾曲部１０３ｄとボイスコイル６の第２の湾曲部６３ｂの内周
部とが接するようにボイスコイル６の第２の湾曲部６３ｂが第２の凸部１０３ｂに上から
嵌め込まれて第２の凸部１０３ｂに沿って下向きにガイドされる。そして、ボイスコイル
６の第１の湾曲部６３ａの底面が第１の凸部１０１ａの上面に載置され、ボイスコイル６
の第２の湾曲部６３ｂの底面が第２の凸部１０１ｂの上面に載置される。このとき、ボイ
スコイル６の高さｔ1が第１のガイド部１０１の上面から第３のガイド部１０３の上面ま
での高さｔ2よりも高いため、ボイスコイル６は、第３のガイド部１０３より上に突出す
る。
【００６６】
　この工程によれば、ボイスコイルの内周部は、ヨークとプレートとがガイドされる治具
と同一の治具でガイドされるため、従来の治具を使用しない工法と比較してボイスコイル
の内周部とプレート間の隙間を均一にすることができ、品質を向上することができる。さ
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らに、従来の工法よりボイスコイルの内周部とプレート間の隙間を狭くすることができ、
磁気ギャップの磁束密度を高くすることができるので、スピーカの性能を向上することが
できる。
【００６７】
　第５の工程は、振動板７がフレーム２とボイスコイル６とに結合される工程である。こ
の工程では、まず、フレーム２の載置部２９、および、振動板７の内周部７２の底面に接
着剤が塗布される。そして、フレーム２の載置部２９と振動板７の外周部７１の底面とが
接着剤によって接合され、固定されるとともに、ボイスコイル６の上面と振動板７の内周
部７２の底面とが接着剤によって接合され、固定される。
【００６８】
　第６の工程は、プロテクタ８がフレーム２に結合される工程である。この工程では、プ
ロテクタ８の第１のロック部８１ａにフレーム２の第１のロック爪２４ａが引っかけられ
るとともに、プロテクタ８の第２のロック部８１ｂにフレーム２の第２のロック爪２４ｂ
が引っかけられる。これにより、プロテクタ８がフレーム２に装着される。さらに、フレ
ーム２とプロテクタ８が接着剤によって接合され、固定される。
【００６９】
　以上より、プレート５とヨーク３との間の磁気ギャップを狭めてスピーカの性能を向上
することと、位置ずれを防いで歩留まりを向上させることとを両立することができる。ま
た、歩留まりを向上させることができるので、製造コストを下げることができる。また、
各部品を順次上から嵌め込めばスピーカを組み立てることができるため、工程に無駄が少
なく、組立ても自動化することができ、さらに製造コストを下げることができる。また、
フレーム２とヨーク４のモールド工程が不要になるため、さらに製造コストを下げること
ができる。
【００７０】
　（変形例１）
　実施の形態１では、治具１０に、第１の凸部１０１ａと第１の凹部１０２ａと第１の凸
部１０３ａとが一体に形成された第１の取り付け部１１が設けられるとともに、第２の凸
部１０１ｂと第２の凹部１０２ｂと第２の凸部１０３ｂとが一体に形成された第２の取り
付け部１２が設けられたが、一体に形成されず、第１のガイド部１０１と、第２のガイド
部１０２と、第３のガイド部とがそれぞれ別々に治具１０に設けられてもよい。この場合
、本変形例は、第２のガイド部１０２の凹部１０２ａ、１０２ｂを形成するために、コの
字状の凸部が載置面１００から突出する点で、実施の形態１と異なる。また、第１の凸部
１０３ａ、第２の凸部１０３ｂに載置面１００から新たな載置部が突出して、この新たな
載置部の上面から第１の凸部１０３ａまでの高さと、新たな載置部の上面から第２の凸部
１０３ｂの上面までの高さとが同じｔ3となるように形成される点が異なる。
【００７１】
　（変形例２）
　実施の形態１では、第２のガイド部１０２に第１の凹部１０２ａ、第２の凹部１０２ｂ
が設けられ、ヨーク３に第１の凸部３１ａ、第２の３１ｂが設けられ、プレート５に第１
の凸部５１ａ、第２の５１ｂが設けられ、第２のガイド部１０２によってヨーク３とプレ
ート５とがガイドされたが、逆の形状にされてもよい。すなわち、ヨーク３やプレート５
に凹部が設けられ、第２のガイド部１０２に凸部が設けられてもよい。
【００７２】
　（変形例３）
　実施の形態１では、第２のガイド部１０２に第１の凹部１０２ａ、第２の１０２ｂが設
けられ、ヨーク３に第１の凸部３１ａ、第２の３１ｂが設けられ、プレート５に第１の凸
部５１ａ、第２の５１ｂが設けられ、同じ第２のガイド部１０２によってヨーク３とプレ
ート５とがガイドされたが、ヨーク３とプレート５とが別々のガイド部によってガイドさ
れてもよい。
【００７３】
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　（変形例４）
　実施の形態１では、ボイスコイル６がトラック形状とされ、第３のガイド部１０３に湾
曲形状の第１の湾曲部１０３ｃ、第２の１０３ｄが設けられたが、ボイスコイル６が別の
形状にされてもよい。例えばボイスコイル６が矩形形状にされてもよい。この場合、あわ
せて第１の湾曲部１０３ｃ、第２の１０３ｄの形状も矩形形状にされる。また、ボイスコ
イル６の形状が変わらない場合であっても、第１の湾曲部１０３ｃ、第２の１０３ｄが、
別の形状にされてもよい。図１２から図１５は、本変形例における第３のガイド部１０３
の形状が示された図である。図１２は、変形例４におけるスピーカ１が備える各部品と、
治具１０とが示された分解斜視図である。図１３（ａ）は、治具１０の上面図である。図
１３（ｂ）が、治具１０の右側面図である。図１３（ｃ）は、治具１０の正面図である。
図１４は、図１３（ａ）における取り付け部１１ａの拡大図である。図１５は、図１３（
ａ）における取り付け部１２ｂの拡大図である。図１２に示されるように、ボイスコイル
６の形状はトラック形状であり、実施の形態１と変わらない。一方、図１３、図１４に示
されるように、取り付け部１１ａは、第３の凸部１０３ｅを有する。第３の凸部１０３ｅ
は、第３の湾曲部１０３ｇと、第４の湾曲部１０３ｈを有する。また、図１３、図１５に
示されるように、取り付け部１２ｂは、第４の凸部１０３ｆを有する。第４の凸部１０３
ｆは、第５の湾曲部１０３ｉと、第６の湾曲部１０３ｊを有する。これら第３の湾曲部１
０３ｇ、第４の湾曲部１０３ｈ、第５の湾曲部１０３ｉ、第６の湾曲部１０３ｊの形状は
、ボイスコイル６の内周部の一部と略同じ形状になる。
【００７４】
　（変形例５）
　実施の形態１では、第４の工程で、治具１０に設けられた第３のガイド部１０３によっ
てボイスコイル６がガイドされ、ボイスコイル６が第１のガイド部１０１の上面に載置さ
れ、第５の工程で、ボイスコイル６の上面と振動板７の内周部７２の底面とが接着剤によ
って接合され、固定された。
【００７５】
　本変形例では、第４の工程で、ボイスコイル６の上面に振動板７の内周部７２の底面が
接着剤によって接合され、固定された後で、治具１０に設けられた第３のガイド部１０３
でボイスコイル６がガイドされて、ボイスコイル６が第１のガイド部１０１の上面に載置
されてもよい。この場合、第５の工程では、ボイスコイル６が第１のガイド部１０１の上
面に載置される前に、フレーム２の載置部２９に接着剤が塗布され、ボイスコイル６が第
１のガイド部１０１の上面に載置されるときに、フレーム２の載置部２９と振動板７の外
周部７１の底面とが接着剤によって接合され、固定される。本変形例の工程は、ボイスコ
イル６が動作することにより振動が大きくなるスピーカを製造する場合に適した工程であ
る。
【産業上の利用可能性】
【００７６】
　本発明に係るスピーカの製造方法、および、この製造方法によって製造されるスピーカ
は、携帯電話などの小型の音響機器や電子機器に用いられるスピーカに有用である。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】スピーカ１が備える各部品と、治具１０とが示された分解斜視図
【図２】（ａ）フレーム２の背面図、（ｂ）フレーム２の左側面図、（ｃ）フレーム２の
上面図、（ｄ）フレーム２の正面図、（ｅ）フレーム２の底面図
【図３】（ａ）図２（ｃ）において線Ａ－Ａに沿う断面を矢印Ｂの方向から見たときの断
面図、（ｂ）図２（ｃ）において線Ｃ－Ｃに沿う断面を矢印Ｄの方向から見たときの断面
図
【図４】（ａ）ヨーク３の上面図、（ｂ）ヨーク３の右側面図、（ｃ）ヨーク３の正面図
【図５】（ａ）プレート５の上面図、（ｂ）プレート５の右側面図、（ｃ）プレート５の
正面図
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【図６】（ａ）ボイスコイル６の上面図、（ｂ）ボイスコイル６の右側面図、（ｃ）ボイ
スコイル６の正面図
【図７】振動板７の上面図
【図８】（ａ）プロテクタ８の上面図、（ｂ）プロテクタ８の右側面図、（ｃ）プロテク
タ８の正面図
【図９】（ａ）治具１０の上面図、（ｂ）治具１０の右側面図、（ｃ）治具１０の正面図
【図１０】図９（ａ）における取り付け部１１の拡大図
【図１１】図９（ａ）における取り付け部１２の拡大図
【図１２】変形例４におけるスピーカ１が備える各部品と、治具１０とが示された分解斜
視図
【図１３】（ａ）治具１０の上面図、（ｂ）治具１０の右側面図、（ｃ）治具１０の正面
図
【図１４】図１３（ａ）における取り付け部１１ａの拡大図
【図１５】図１３（ａ）における取り付け部１２ｂの拡大図
【符号の説明】
【００７８】
　１　スピーカ
　２　フレーム
　３　ヨーク
　４　マグネット
　５　プレート
　６　ボイスコイル
　７　振動板
　８　プロテクタ
　１０　治具
　１１　第１の取り付け部
　１２　第２の取り付け部
　２１　フレーム２の内周部
　２２ａ　第１の端部
　２２ｂ　第２の端部
　２３　フレーム２の外周部
　２４ａ　第１のロック爪
　２４ｂ　第２のロック爪
　２５ａ　第１のロック部
　２５ｂ　第２のロック部
　２６ａ　第１のロック爪
　２６ｂ　第２のロック爪
　２６ｃ　第３のロック爪
　２７　突出部
　２８ａ　第１の係止部
　２８ｂ　第２の係止部
　２８ｃ　第３の係止部
　２９　載置部
　３１　第１のガイド体部
　３１ａ　第１の凸部
　３１ｂ　第２の凸部
　３２、３２ａ、３２ｂ　突出部
　３３　凹部
　３４　窪み部
　３５　段差部
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　５１　第２のガイド体部
　５１ａ　第１の凸部
　５１ｂ　第２の凸部
　６１　空隙
　６２ａ、６２ｂ　直線部
　６３ａ　第１の湾曲部
　６３ｂ　第２の湾曲部
　７１　振動板７の外周部
　７２　振動板７の内周部
　８１ａ　第１のロック部
　８１ｂ　第２のロック部
　１００　載置面
　１０１　第１のガイド部
　１０１ａ　第１の凸部
　１０１ｂ　第２の凸部
　１０１ｃ　第１の凸部１０１ａの外周部の一部
　１０１ｄ　第１の凸部１０１ａの外周部における長辺側の部分のうち第２の凸部１０１
ｂと対向しない長辺側の部分
　１０１ｅ、１０１ｆ　第１の凸部１０１ａの外周部における短辺側の部分
　１０１ｇ　第２の凸部１０１ｂの外周部の一部
　１０１ｈ　第２の凸部１０１ｂの外周部における長辺側の部分のうち第１の凸部１０１
ａと対向しない長辺側の部分
　１０１ｉ、１０１ｊ　第２の凸部１０１ｂの外周部における短辺側の部分
　１０２　第２のガイド部
　１０２ａ　第１の凹部
　１０２ｂ　第２の凹部
　１０３　第３のガイド部
　１０３ａ　第１の凸部
　１０３ｂ　第２の凸部
　１０３ｃ　第１の湾曲部
　１０３ｄ　第２の湾曲部
　１０３ｅ　第３の凸部
　１０３ｆ　第４の凸部
　１０３ｇ　第３の湾曲部
　１０３ｈ　第４の湾曲部
　１０３ｉ　第５の湾曲部
　１０３ｊ　第６の湾曲部
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